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コントロールド・ボキャブラリ
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テレビ・ラジオ番組表の規格テレビ・ラジオ番組表の規格
ProgramGuideMLProgramGuideML
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ProgramGuideML (プログラムガイド・エムエル）ProgramGuideMLProgramGuideML ((プログラムガイド・エムエル）プログラムガイド・エムエル）

日本新聞協会が2002年
に国際新聞電気通信評
議会（IPTC）に提案して、
その標準化作業が認め
られた、RadioTV-
NewsMLがその前身

テレビ番組表のデータ
を標準化するもの
プリントメディア向け

放送局や、個人録画装置
向けには、TV-Anytimeが
利用される
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NewsMLとの関連NewsMLNewsMLとの関連との関連

NewsMLはコンテンツをパッケージ化する役割
を持ちます
コンテンツの一つが、ProgramGuideML

NewsMLNewsML

NewsItemNewsItem

NewsEnvelopeNewsEnvelope

NewsComponentNewsComponent

ContentItem

NewsLines (検索対象)

ここにコンテンツを入れ
る (写真, 音声, 動画, 
ニュース記事など)
ニュース記事はNITF, 
XBRLなどが使われる

写真/イラスト

ニュース記事
(NITF)

テレビ番組表
(ProgramGuideML)

スポーツ結果
SportsML

News関連イベント
(EventsML)

その他の標準
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TV-Anytimeとの関係TVTV--AnytimeAnytimeとの関係との関係

TV-Anytimeとは
今後のテレビ放送をターゲットにした、メタデー
タやコンテンツの表現を規格化

テレビ番組の個人用録画を便利に行うための機能
に重点が置かれている

PVR (Personal Video Recorder)

PDR (Personal Digital Recorder)

TV-Anytime Forumが標準化を行っている

メタデータは2002年に仕様が決定している

TV-Anytimeフォーラムとリエゾンを結び、
ProgramGuideMLに、TV-Anytime埋め込みモード
を用意することになった
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ProgramGuideMLの利用範囲ProgramGuideMLProgramGuideMLの利用範囲の利用範囲
TV-Anytime は B2C

ProgramGuideML は B2B 

ProgramGuideMLから、TVAデー
タを取得したものを、PDRに渡
すことによって録画指示ができ
る

Broadcast 
Station

Contents
Provider

Newspaper

Magazine

Internet/PDA
Way to Legacy Use

Broadcast EPG

PVR,PDR

TVTV--AnytimeAnytime

ProgramGuideMLProgramGuideML

process, delivery company
(if needed)

Internet/PDA 
Interactive use

Rec-Code

Rec-Code

Rec-Code

CRID



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

ProgramGuideML
リリ-ス・スケジュール
ProgramGuideMLProgramGuideML
リリリリ--ス・スケジュールス・スケジュール

2004/3 アテネ

バージョン1.0最終ドラフト

2004/5 香港

バージョン1.0正式リリース
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ニュニュ--ス配信フォス配信フォ--マットマット
NewsMLNewsML



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

NewsMLに関するIPTCの動向-1NewsMLNewsMLに関するに関するIPTCIPTCの動向の動向--11

2003/10 NewsML1.2リリース
コンテンツ作成者、貢献者の記述を強化

言語をあらわすLanguage要素にISO 
RFC3066を使えるように仕様を変更

FormalNameの取り扱いを全面的に変更
今までは、TopicSetがなければエラー

今後、TopicSetのない、FormalNameも場所に
よっては許可することになった

今までは en, fr, jaだけ表せたのが、次のよ
うに、細かく設定することもできるようになっ
た
en en-GB en-US

fr ja-JP
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NewsMLに関するIPTCの動向-2NewsMLNewsMLに関するに関するIPTCIPTCの動向の動向--22

Webサイト全面変更

ドキュメント類の全面
更新
NewsML2.0への準
備段階に入った

新 "通信社ガイドライ
ン"
全面書き直ししている
ものをIPTCメンバーで
レビュー中（日本新聞
協会も参加）

NewsML2.0
2004末に何か出てくる
可能性がある
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NewsML1.2の変更点詳細-1NewsML1.2NewsML1.2の変更点詳細の変更点詳細--11

AdministrativeMeta
data下の変更

Creator要素の複数
繰り返しを可能にした

Creator要素下と
Contributor要素下
に、Contribution要
素を追加して、関与し
た内容を記述できるよ
うにした
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NewsML1.2の変更点詳細-2NewsML1.2NewsML1.2の変更点詳細の変更点詳細--22
例

<AdministrativeMetadata>
<Creator>

<Contribution FormalName="Photographer"/>
<Party FormalName="Person" Vocabulary="./topicset.iptc-

topictype.xml" Scheme="IptcTopicType">
<Property FormalName="Name" Value="Takahiro Fujiwara"/>
<Property FormalName="email" Value="fujiwat@est.co.jp"/>

</Party>
</Creator>
<Contributor>

<Contribution FormalName="Writer"/>
<Party FormalName="社名"/>

</Contributor>
:

</AdministrativeMetadata>
<DescriptiveMetadata>
<Language FormalName="en-GB"/>
<Language FormalName="fr"/>
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日本新聞協会の動向日本新聞協会の動向日本新聞協会の動向

日本新聞協会では、NewsMLレベル１を2001年8
月に策定している

NewsML1.0をベースに不足すると思われる国内の地
域情報を拡張した

具体的な使用方法を示した

NewsML1.1の変更はわずか
地域情報の詳細が規定された

NewsML1.2の変更もわずか

国内では差し迫った状況ではないが、海外動向
に遅れないように、収集した情報を整理して一般
に公開する意向
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コントロコントロ--ルド・ボキャブラリルド・ボキャブラリ
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コントロ-ルド・ボキャブラリとはコントロコントロ--ルド・ボキャブラリとはルド・ボキャブラリとは

企業間で共通に使う用語を別途定義

どのボキャブラリ定義を使うかを、使用時
に宣言する

NewsMLではTopicSetが使われている

他の標準

TopicMaps
TopicSetと基本概念が同じ

TV-AnytimeのCS（ClassificationScheme）
コントロールド・ボキャブラリ自体が、ツリー構造を
持っている
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NewsMLのTopicSetの種類NewsMLNewsMLののTopicSetTopicSetの種類の種類

信頼度
高
中
低

対象視聴者
子供
大人
男性
女性
：

素材重要度
高
中
低

緊急度
0
1
2
3
4

MetadtaType
順序情報
： 公開可能
可能
待ち
取消
：

MimeType
text/xml
image/gif
application/zip
：

記法
JPEG
XML
SGML
：

メディアタイプ
テキスト
画像
音声
：

NewsLine
見出し
編注
：

TopicType
TopicType
Format
MediaType
：

NewsItemType
ニュース
予定
緊急ニュース
：

配信団体
共同通信
AP通信
ロイター通信
：

Role
Main
Thumbnail
：

通貨
円
ドル
ポンド
：

国名
イギリス
フランス
：

言語
日本語
英語
フランス語
：

フォーマット
JPEG
NSK TIFF
EPS
：

順序情報
順序
：
産業コード

1111
1112
1113
：

NSK TIFF
朝日
毎日
読売
：

日本地域
北海道
神奈川県
横浜市

ジャンル
ダイジェスト
分析
未来
：

サブジェクトコード
政治
経済
産業
：
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CatalogとTopicSetによるコントロールド・
ボキャブラリ
CatalogCatalogととTopicSetTopicSetによるコントロールド・によるコントロールド・
ボキャブラリボキャブラリ

通貨コンバータを例に説明

ここをクリックすると、選
択できる通貨単位が、下に
表示される・・・
CatalogでTopicSetを指定
しているため→次ページ

<Property FormalName="Currency" Value="EUR"/>

€
￥
＄

選択できる通貨単位・・・
リストの内容が、対象の
TopicSetに入っている

＄

￥

€

USドルUSD

円JPY

ユーロEUR

通貨用通貨用TopicSetTopicSet
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CatalogとTopicSetによるコントロールド・
ボキャブラリ
CatalogCatalogととTopicSetTopicSetによるコントロールド・によるコントロールド・
ボキャブラリボキャブラリ

CatalogでどのTopicSetを使うかを宣言

<Catalog>
<Resource>
<Url>通貨用TopicSetファイル</Url>
<DefarultVocabularyFor Context="XPath値"/>

</Resource>
</Catalog>
:

<Property FormalName="Currency" Value="EUR"/>

通貨用通貨用TopicSetTopicSet

＄

￥

€

USドルUSD

円JPY

ユーロEUR
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参考資料参考資料
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関連情報の取得先関連情報の取得先関連情報の取得先

IPTC（国際新聞電気通信評議会）
http://www.iptc.org/

NewsML
http://www.newsml.jp/

ProgramGuideML
http://www.programguideml.com/

TV-Anytimeフォーラム
http://www.tv-anytime.org/

TopicSetサービス
http://www.topicset.com/
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お知らせお知らせお知らせ

NewsMLの一般向けメーリングリストが
できました

http://www.egroups.co.jp/join/newsml-jp/

Format Checker for NewsML 開発途中版がダ
ウンロードできます

http://www.egroups.co.jp/files/NewsML-Checker/

http://www.egroups.co.jp/join/newsml-jp/
http://www.egroups.co.jp/files/NewsML-Checker/
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